
利尻研究 (26): 45-46, March 2007

2006 年 12 月 4 日，利尻島雄忠志内漁港におい
てウミバトCepphus columba が以下のとおり観察
されたので，報告する．なお，写真のご提供と稚内
の記録についてご教示いただいた疋田英子氏（稚内
市），識別についての貴重なご意見と本稿のご校閲
をいただいた小野宏治氏（環境省釧路自然環境事務
所）に心からお礼申し上げる．

利尻島におけるウミバトの初記録
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Abstract. One pigeon guillemot, Cepphus columba Pallas, 1811, was observed on December 2006 from 

Rishiri Island, northern Hokkaido, for the first time.

観察された個体（図 1）の大きさはウミガラスよ
り小さく，色は全体が灰色で，ほぼ同じ大きさのケ
イマフリの色合いとは異なってみえた．翼は黒色
で，雨覆には大きな白斑を有し，その長楕円形の白
斑中央部には楔形の黒帯が入っていた．頭部から胸
にかけては灰白色で，頭頂と目の周辺および過眼線
は黒色であった．上背は暗灰色に見え，細い暗灰色

Fig. 1. A pigeon guillemot observed on 4 December 2006 at Rishiri Island. Photo by M. Satô. 
Fig. 2. A pigeon guillemot with a spectacled guillemot on 23 January 2000 at Wakkanai port. Photo by H. Hikita.
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の横帯が認められた．嘴は黒色で，潜水時によく見
られる脚は朱色をしていた．これらの特徴等からウ
ミバト成鳥冬羽と思われた．同個体を 10 時 30 分
より 13 時 30 分までのおよそ 3時間ほど観察した
が，ウミガラスやケイマフリにも見られる次のよう
な行動を繰り返していた．漁港内で羽毛の手入れや
海面上での羽ばたきを行うほか，頻繁に潜水行動を
繰り返し時折小魚が嘴に咥えられているところが目
撃された．本個体は12月4日以降も同港に留まり，
12月 21 日まで筆者らの観察は継続された．

ウミバトは主に北海道東部に冬鳥として訪れるが
（日本鳥類目録編集委員会，2000；藤巻，2000；
真木・大西，2000），道北では非常にまれな冬鳥と
考えられている．筆者らの知る限り道北地域では，
2000 年 1 月 23 日に疋田英子氏（稚内市）が稚内
市稚内港にて『ケイマフリに寄り添うように海面
を』泳いでいた 1羽（図 2）の写真撮影に成功した
記録のみと思われる（北海道新聞社，2000）．利尻
島での確認は今回が初めてとなった．国内ではウミ
バト C. c. snowi Stejneger, 1897 とアリューシャ
ンウミバト C. c. kaiurka Portenko, 1937 の 2 亜
種が確認されているが（藤巻，2000），今回観察さ
れた個体の雨覆の白斑は極めて顕著であることか
ら，アリューシャンウミバトに属するものと思われ

る（Harrison, 1985; Storer, 1950）．
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